
Appendix 1  サイエンスマップ 2010 

 

１. サイエンスマップ 2010  

地形表示および Dot-link 表示のサイエンスマップ 2010 を示す。また、参考までに地形表示および

Dot-link表示のサイエンスマップ 2008についても併せて示す。Trajectory表示のサイエンスマップと組み

合わせることで、それぞれの時点で研究領域が、どの位置に存在するかを確認することができる。 

 

Appendix1_figure 1 サイエンスマップ 2010(地形表示) 

 
(注１) 本マップ作成には重力モデルを用いているため、上下左右に意味は無く、相対的な位置関係が意味を持つ。ただし、報告書内

では、生命科学系が左上、素粒子・宇宙論研究が右下に配置されるマップを選択し示している。 

(注２) 丸が研究領域の中心位置を示す。他研究領域との共引用度が低い一部の研究領域は、マップの中心から外れた位置に存在す

るため、上記マップには描かれていない。 

データ： 科学技術・学術政策研究所がトムソン・ロイター社 ESI・リサーチフロントデータ(NISTEP ver.)を基に、集計、分析、可視化

（ScienceMap visualizer）を実施。 
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Appendix1_figure 2 サイエンスマップ 2010(Dot-link 表示) 

 

(注１) 本マップ作成には重力モデルを用いているため、上下左右に意味は無く、相対的な位置関係が意味を持つ。ただし、報告書内

では、生命科学系が左上、素粒子・宇宙論研究が右下に配置されるマップを選択し示している。 

(注２) 丸が研究領域の中心位置を示す。他研究領域との共引用度が低い一部の研究領域は、マップの中心から外れた位置に存在す

るため、上記マップには描かれていない。 

データ： 科学技術・学術政策研究所がトムソン・ロイター社 ESI・リサーチフロントデータ(NISTEP ver.)を基に、集計、分析、可視化

（ScienceMap visualizer）を実施。 
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Appendix1_figure 3 サイエンスマップ 2008(地形表示) 

 
(注１) 本マップ作成には重力モデルを用いているため、上下左右に意味は無く、相対的な位置関係が意味を持つ。ただし、報告書内

では、生命科学系が左上、素粒子・宇宙論研究が右下に配置されるマップを選択し示している。 

(注２) 丸が研究領域の中心位置を示す。他研究領域との共引用度が低い一部の研究領域は、マップの中心から外れた位置に存在す

るため、上記マップには描かれていない。 

データ： 科学技術・学術政策研究所がトムソン・ロイター社 ESI・リサーチフロントデータ(NISTEP ver.)を基に、集計、分析、可視化

（ScienceMap visualizer）を実施。 
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Appendix1_figure 4 サイエンスマップ 2008(Dot-link 表示) 

 

(注１) 本マップ作成には重力モデルを用いているため、上下左右に意味は無く、相対的な位置関係が意味を持つ。ただし、報告書内

では、生命科学系が左上、素粒子・宇宙論研究が右下に配置されるマップを選択し示している。 

(注２) 丸が研究領域の中心位置を示す。他研究領域との共引用度が低い一部の研究領域は、マップの中心から外れた位置に存在す

るため、上記マップには描かれていない。 

データ： 科学技術・学術政策研究所がトムソン・ロイター社 ESI・リサーチフロントデータ(NISTEP ver.)を基に、集計、分析、可視化

（ScienceMap visualizer）を実施。 
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